
 

 

令和元（2019）年9月10日 

進 路 指 導 の た よ り 

第92号  

栃木県立富屋特別支援学校 進路指導部 

 

とみやみらいプラン２０１９の強化項目になっている「挨拶」についての具体的な取り組みについて紹介

します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 

低学年では、決まった場面での挨拶ができるように、朝の会や帰りの会や授業の始まりと終わりな

どの場面をとらえ、繰り返し働き掛けています。 

高学年では、決まった場面の挨拶だけでなく、時間帯に応じた挨拶ができるように、教師が手本を示

して繰り返し意識付けを図っています。 

発語の難しい児童には、VOCAを活用して意思表示ができるように工夫しています。 

その他にも、教師間では、学校生活で使用しているサインを確認し、校内で同じサインを使用するよ

うに共通理解を図る取り組みを行っています。 

高等部  

 今年度は、挨拶の大切さへの理解を深め、自分から挨拶ができるように、社会生活で必要な挨拶の言

葉を教室に掲示し､朝の会で練習する機会を作っています。繰り返し練習することで少しずつできるよ

うになってきました。１年生も職員室に入るときには、ノックをして、「失礼します。」としっかりと

言えるようになってきました。 

作業学習の場面でも、「終わりました。」「確認お願いします。」と報告もできるようになってきてい

ます。 

 様々な挨拶への知識を広げ、各月で強化する挨拶の言葉を昇降口などに掲示したり、体力作りの後に

保健委員会の生徒が「今月は、“おはようございます。”です。挨拶をしっかり行いましょう。」と呼

び掛けたりしています。 

中学部  

中学部では友達、先生、来客など相手によって挨拶を使い分け、場に応じた声の大きさ、適切な挨拶

の仕方を身に付けるために、日々取り組んでいます。基本的な挨拶である「おはようございます。」

「こんにちは。」「さようなら。」は、先生自身が元気よく見本を示すことで生徒達もできるようにな

ってきています。 

また、作業学習では今年度から「○○先生、△△が終わりました。確認お願いします。」という言葉

で統一して報告の練習を行っています。最初は間違えてしまうこともありましたが、継続して行うこ

とで、できるようになってきました。 

  



 

 

 

２学期から高等部２年生が初めての校外での実習を行います。ここで、高等部で実施している産業現場等

における実習に向けての流れを簡単にお知らせします。 

 

 

 

  

 

      

 

  

 

 

 

 

職員施設職場見学 

夏休みに職員で施設職場見学に行きました。 

施設を見学して、感想を先生方からいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部進路相談会    

８／１、２の二日間で進路相談会を開催しました。ハローワーク、宇都宮圏域就業・生活支援センター、相談支援

事業所、市障がい福祉課の皆様から生徒本人及び保護者の皆様の相談や疑問に直接、お応えいただく貴重な機会と

なっております。また、７月の実施した進路説明会Ⅱのアンケートで御質問いただいた保護者の皆様にも参考とな

るかと思いますので、一部、こちらで御紹介いたします。 

 

【高等部産業現場等における実習予定】 

１年生 校内実習（各学期２週間ずつ計３回） 

２年生 校内実習（１学期のみ） 

 産業現場等における実習〈チャレンジ期〉 

（２，３学期） 

３年生 産業現場等における実習 

〈現実的な実習先の検討〉（１，２，３学期） 

 

※実習期間は２週間を基本としています。事業所

の都合もあるので、産業現場等における実習の時

期や日数が変わる場合もあります。 

 

 

【実習の流れ】 

２か月前 実習希望調査を保護者が記入 

（懇談等で担任と相談） 

１か月前 事前打合せ 

本人、保護者、担任が事前打ち合わせに行

く。 

実習中  初日は保護者が付き添って実習先に挨拶。 

     担任は巡回指導に行く。 

反省会（実習最終日） 

本人、保護者、担任、実習先担当者と実習の

反省を行う。   

 

サポートセンターとみやで

は、特徴あるリラクゼーショ

ンルームを用意し、生活介護

の方が落ち着ける工夫がされ

ていた。就労継続支援B型で

は、織物やひも通しなどを利

用者さんの実態に合わせて取

り組んでいました。 

フィオーレ泉町（B型）の

どんぐりでは、比較的ゆっく

りとしたペースで作業すると

いう特徴がよく分かりまし

た。  （小学部 江田） 

ＪＯＹみゆきとグループホ

ームおりぃぶに見学に行き

ました。ＪＯＹみゆきでは、

豆腐やパン作り、畑作業な

ど様々な作業があり、卒業

生も一生懸命働く姿が見ら

れました。 

グループホームおりぃぶで

は、生活の様子や施設のセ

キュリティの高さなどを知

ることができとても良い見

学になりました。 

（中学部 稲見） 

 

雀の宮作業所では、近隣の

養鶏所や製造会社など、複数

の企業から作業委託を受け、

段ボール箱折りや電球のソケ

ット組み立てなど、たくさん

の作業を行っており、利用者

の皆さんも熱心に作業されて

いました。 

ノーマライフ雀宮ではタオ

ルたたみの仕事を中心に行っ

ていました。就労B型以外に

も生活介護、短期入所のサー

ビスもあり、事業所全体で季

節行事や地域の行事参加を通

して、楽しく生活している様

子が伺えました。 

（高等部 中山） 

Q 実習先、サービス形態、

卒業後の進路先、どうやっ

て見つければいいの？ 

A 学校で行う実習をや

り、本人に合っているか決

めていくのが良いです。ま

た、各事業所で同じサービ

ス形態（生活介護、就労継続

B等）であっても作業内容、

雰囲気などは違うので、実

際に見学すると良いです。 

Q 区分判定ってどういうもの？ 

A 生活介護サービスや短期入所などを利用する場合に必要な判定です。 

（例）高３（誕生日１２月）が卒業後、生活介護サービスを利用したい場合 

①１８歳になる誕生日２か月前に市障がい福祉課に「認定調査」を依頼する。

（例）の生徒の場合、１０月から依頼可能です。 

②医療機関にて受診、「意見書」をいただく。※主治医がいる場合は、事前

に相談しておくとよいです。また、３年生になってから初めて行く医療機関

では難しい場合もあるようです。かかりつけの医療機関に事前に相談してお

くと慌てずに済みます。 

③上記①と②をあわせて、市の審査会にて判定してもらう。審査会は月に一

回しか開かれない。特に早生まれの人は、４月からの利用に向けて、早めに

準備しておくと良いです。 


